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とで時代の風潮に抵抗する一助としたい。具体的には、“Publication - is the Auction/ Of the 
Mind of Man”(788/ J709)「出版は人の心のオークション」と自身の詩の出版を拒み、 “I’m 
Nobody! Who are you?”(260/ J288)「私は誰でもない！あなたは誰？」と “Somebody”「偉
い人」をうるさがった19世紀アメリカの女性詩人Emily Dickinson (エミリー・ディキンス
ン、1830 -1886, Amherst, Massachusetts)の一編の詩を精読する。 
 








                      （私訳1） 
  A Route of Evanescence,         消失のルート、 
  With a revolving Wheel -         回転する輪の - 
  A Resonance of Emerald         エメラルドの残響 
  A Rush of Cochineal -          コチニール（・レッド）の瞬発 - 
  And every Blossom on the Bush     すると薮のあらゆる花は 
  Adjusts it’s tumbled Head -       その乱れた頭を整える - 
  The Mail from Tunis - probably,      チュニスからの伝令 -きっと、 






者（Finnerty 132-4, Small 44, Vendler 479-81）と同様、本論での私もハチドリの詩として
解釈していく。 
 Frankilin 編集の 3 巻本『全詩集』によれば、1489 番の詩には以下の A〜G７種の異稿
（Variants）が知られている（The Poems 1305-8）。本論で引用したのは、Gであるが、手
紙の他の言葉と『書簡集』（The Letters）の手紙の番号(L の後)を記しておく。 
 
A: 2行目のA以外の異稿では“a revolving Wheel”の部分が、 “a delusive（架空の）wheel”  
 となっており、他の候補、dissolving（溶けるように消える）・dissembling（偽装する）・ 
 renewing（再生する） が示されている。 
B: About 1879, to Helen Hunt Jackson, “To the Oriole you suggested I add a Humming  
 Bird and hope they are not untrue -”(L602).この自筆原稿（manuscripts）は、エミリー・ 
 ディキンスン記念館（The Emily Dickinson Museum）のサイトで閲覧可能である（自筆 
 原稿の言葉の配置、ディキンスンの筆跡がもたらすおもしろさは別の機会に論じたい）。 
C: About 1879, to Louise and Frances Norcross, signed “Humming Bird.” (letter lost). 
D: About January 1880, to Sarah Tuckerman. (L675) 
E: About November 1880 in a letter to T. W. Higginson, ED referred to this poem (among  
 the four she enclosed) as “A Humming Bird.”(L675) 
F: About autumn 1882 to Mabel Loomis Todd, “I cannot make an Indian Pipe but Please  
 accept a Humming Bird -”(L770). 
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G: About April 1883 in a letter to Thomas Niles with two other poems, referred as “A  








Within my Garden, rides a Bird  私の庭に、小鳥がやってくる 
Opon a single Wheel-       一輪車に乗って - 
Whose spokes a dizzy music make そのスポークは目もくらむ音楽を奏でる 
As 'twere a travelling Mill -    まるで高速回転する水車のように 
 
He never stops, but slackens    決して止まらず、速度を落とす 
Above the Ripest Rose -       満開の薔薇の上で - 
Partakes without alighting     降りて止まることなく飲み 
And praises as he goes,       去りながら賛美する、 
 
Till every spice is tasted -      あらゆる香りを味わうまで - 
And then his Fairy[Microscopic] Gig そして彼の妖精の[顕微鏡でしか見えない]馬車は 
Reels in remoter atmospheres -   はるかかなたの空中でリールダンスを踊る - 
And I rejoin my Dog,        すると私は私の犬のところに戻る、 
 
And He and I, perplex us      そして彼と私を、私たちを当惑させる 
If positive, 'twere we -        実在したのかどうかが、私たちだったのか - 
Or bore the Garden in the Brain   あるいは脳の中の庭だったのか、と 
This Curiosity -          この珍しいものを生んだのは - 
 
But He, the best Logician,      しかし彼、一番優れた論理学者は、 
Refers my clumsy[duller -] eye -   私の出来の悪い[鈍い]目を差し向ける - 
To just vibrating Blossoms!     ただ揺れている花々へと！ 
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An exquisite Reply!         申し分のない答え！ 
 
 庭に一輪車でやってくる（rides/ Opon a single Wheel）小鳥（a Bird）もおそらく、ハチ
ドリで、高速回転する（同時に旅する）水車（a travelling Mill）のように羽ばたきし、音を
立て（a dizzy music）、また鳴き声も発するであろう。ハチドリは、満開の薔薇の上で（Above 










 コーネル大学鳥類学研究所（The Cornell Lab of Ornithology）のホームページ、『鳥の全
て』（All About Birds）によれば、ハチドリは、アメリカ大陸原産の最も小さな（tiniest）
小鳥で、ディキンスンが暮らしたニュー・イングランドのアマスト（Amherst）にやって来
るのは、北アメリカ東部に唯一生息する、緑と赤の閃光（A flash of green and red）、ノドア
カハチドリ（Ruby-throated Hummingbirds）である。同サイトのSoundとVideoの項では、
実際に鳴き声や羽音が聴け、飛んでいる様子を動画で観ることもできる。 
 ノドアカハチドリ（学名：Archilochus colubris）は、体長7–9 cm, 翼を広げた長さ8–11 cm, 
重さ2–6 gで、背面と頭頂部は、鮮明なエメラルド色（bright emerald）、金色に輝く緑色
（golden-green）で、オス（males）は、光が当たると、鮮やかな虹色に輝く赤い喉（brilliant 
iridescent red throat）を持つ。この光り輝く、小さな、正確に飛ぶ（brilliant, tiny, 
precision-flying）小鳥は、十分な日光のもとで宝石のようにきらめき（glitter like jewels）、
次の花の蜜（nectar）を求めてブンブンという音を立てて消える（vanish with a zip）。毎年
夏には花壇で餌を与える人（feeders）も多い。秋には、メキシコ湾（the Gulf of Mexico）
を一飛びで（in a single flight）越えて中米に渡っていく。 
 『北米の鳥オンライン』（Birds of North America Online）によれば、そのノンストップ
の渡りは往復1,600 km以上になる。身体が倍以上の大きさになるまで餌を摂り、渡りに備
える。渡りのルート（migration routes）と越冬する場所は正確にはわかっていない。 
 ちなみに本論に関係する都市間の距離は以下の通りである。Tunis--Naples: 570km、 







正ミラノ公爵（the right Duke of Milan）プロスペロ （ーProspero ← prosper 幸運、繁栄）





（queen of Tunis）となったクラリベル（Claribel）の結婚式から帰る途中であった。 
 第二幕、第一場で、悪巧みをするアントニオがセバスチャンに語る以下のセリフがディキ
ンスンのハチドリの詩を解釈する際、引用される箇所である。“she[Claribel] that from 
























の『緋文字』（the Scarlet Letter (1850)）の（悪）影響もあったに違いないが、ディキンス
ンはノドアカハチドリ（Ruby-throated Hummingbirds）のルビーよりも完璧な赤色を表す
ためにコチニール（Cochineal）という語を使ったに違いない。チュニス（Tunis）という語
の選択にも赤色（他の英語では、scarlet, carmine, crimson, royal purple等が考えられる）
との連想が働いていたはずである。 













ついては、Oliver がわかりやすく、特に 19 世紀の詩の流行については、Miller が詳しい。
ディキンスンがほとんどの詩で使用したのは、賛美歌（Hymn）やバラッド（Ballad）の型
式であり、４行を一連とし、偶数行で脚韻（rhyme）を踏むのが特徴である。1489 /J1463
番の詩もそうであり、2, 4 行目の “Wheel” と“Cochineal” は完全韻、6, 8 行目の “Head” 
“Ride” は不完全韻となっている。後者は、それ故、Redを同時に感じさせる。詩の冒頭は大
文字で表すのが普通だが，この詩においては、2, 7 行目以外全て “A” で統一されているの
が目を引く。また、 “R” “E” “W” “B” “M” “T” の大文字もキーワードを際立たせ、頭韻
（alliteration）や視覚韻（eye rhyme）の効果を上げている。以下、『リーダーズ英和辞典編
集部』編の『漫画で楽しむ英語擬音語辞典』を参照しつつ、母音は音の変化が激しいので、
子音の音の効果に注目しながら（竹林 284-5, 301-2）、１行ずつ精読していく。 
 1 行目の “Route” は、他の R, r の音と響き合いながら、最後の “Ride” と直結する。
“Evanescence” は、vanish, disappear, evaporate, fade と同義で次第に消えていくという意











んだ語である。それらは、delusive, dissolving, dissembling, renewing であったが、全てに
/r/, /l/, /v/, /d/, /g/, /z/ といった羽音を表す音が含まれていることが重要であろう。それらの音
はこの詩全体に散らばっており（1, 3, 4行目の前置詞 “of” にも/v/の音がある）、絶えず聞こ
え（また文字として見え）続ける（th/ð/の音も加えてよかろう）。そして英語では例えばブ
ンブン、ブーンという音を表す語（buzz, zip, zzz, dor, dorr, drone）を連想させながら、ハチ
ドリが飛ぶ音を響き渡らせる。2 行目はハチドリの高速の羽ばたきを一輪車に喩えた描写で
ある。 





ばやい動きが導入され、次の行の “Bush” と響き合いつつ、 /k/, /tʃ/, /ʃ/の音によって動きが
同時に表現されることが重要であろう。flash (突然現れる)、 flush(パッと飛び立つ、赤面
する)、hush, hiss, shoo, sibilant, sh/ssh, shush, shriek(金切り声やシュッという音), 
shrike(モズ), swoosh(ビューと音を立てる), skirr(速く飛ぶ)等が連想される。 
 5, 6行目（あるいは第 2連の 1, 2行目）は、ハチドリが去った直後に取り残された花の
描写である。この 2行のみが文になっている。370/ J500 番で最後に描かれたのと同じで、
震えて(揺れて)いる花だけがハチドリがいたことを示すのである。ハチドリの“Rush” に襲
われた “Bush” の“Blossom” が、おののき（trembled）、驚きながら乱れた髪の毛を整える
（“Adjusts it’s tumbled Head”）場面として。/m/, /h/ の音は、RRRと綴った場合同様、ハ
ミング（hum, hmm, mmm）であり、 “Blossom” の /l/, /s/ は、ハチドリが蜜を吸う音を連
想させ（すするsuck, ちびちび飲むsip, ピチャピチャslup, slurp）、6行目の/dʒ/, /ts/, /t/, /d/ 
の音は、4行目の“Cochineal”とともにハチドリの鳴き声の音でもある（声を震わせて鳴く
trillや、chee-dit, cheep, chirp, chip, chit, chitter, churr, chirr, tweet, twitter, twit, twit- twit
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等）。 “Blossom” “Bush”  “tumbled” の連続により、ディキンスンの好きだったマルハナ蜂
（bumble bee）も一緒に飛んでいるかのようだ。 
 7, 8行目（あるいは第2連の3, 4行目）は、ハチドリが訪れてくれる意味の考察である。
7 行目に突然現れる推量の副詞 “probably” が詩の語り手の推量であることを示す。この語













                        （私訳2） 
  A Route of Evanescence,          刹那閃虹消える旅路、 
  With a revolving Wheel -          回転する車輪による - 
  A Resonance of Emerald          響き渡る鮮緑 
  A Rush of Cochineal -            俊敏なる鮮紅 - 
  And every Blossom on the Bush       すると咲き乱れる花々はおのおの 
  Adjusts it’s tumbled Head -         おののく頭を整える - 
  The Mail from Tunis - probably,       おそらく、チュニスからの使者 - 





  A Route of Evanescence,         A R..e..E.a.e..e..e, 
  With a revolving Wheel -         .i.. a re..l.i.. ..eel – 
  A Resonance of Emerald         A Re...a..e .. E.eral. 
  A Rush of Cochineal -           A R... .. …i.eal – 
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  And every Blossom on the Bush      A.. e.er. .l..... .. ..e .... 
  Adjusts it’s tumbled Head -        A..... i.. .….le. .ea. – 
  The Mail from Tunis - probably,      ..e .ail .r.. ...i. – .r..a.l., 
  An easy Morning’s Ride -         A. ea.. ..r.i… Ri.e – 
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Emily Dickinson and Sound/ Color: A Close Reading of  




    This paper is a close reading of Emily Dickinson’s “A Route of Evanescence” (1489 
/J1463). By interpreting the poem, the purpose of this paper is to show the significance of 
the study of literature or humanities to cope with Neoliberalism or Globalization that has 
been causing a sense of despair in the world today. This paper is also an attempt to 
accomplish the purpose by clarifying the power of language from the viewpoint of 
signifying of the words in poetry, quoting other texts, and the effects of letters and sound 
through the close reading of a poem.  
【Keyword: Dickinson, Humming bird, Shakespeare, Ariel, the Power of Language】 
- 11 -
   
「ロボコミュニケーション」における方言と動作の役割 
 
青野篤子 1・沖 俊任 2・香川直己 2・青木美保 3・三宅正太郎 4・脇 忠幸 3 


























近づけるかが課題となっている [2]。ホンダの アシモ (Asimo)，米ジェネラル・モーターズ






































あまり高機能でなく，成人でないほうがよいとの観点から，市販のマノイ (京商製 PF-01) 
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ット，距離センサ，および，周辺機器の配置を図 1(b) に示した。ロボットはホスト PC から
のコマンドにより動作するが，ホスト PC は 2 つの系統でコマンドを起動できる仕組みとな





























んにちは」，「へへー」，「ぼくシャンテよろしくね」の 3 種類は両者に共通で，残りの 6 種類は









表 1 ロボットの言語と動作 
 
社会実験のフィールドとセッティング 
広島市紙屋町地下街中央広場シャレオで 2013 年 4 月に開催された食品市場「マルシ






























   
度や行動連鎖の解析等を行うことができる。行動連鎖の指標として，事象連鎖，同時生起





共通語・動作あり条件 8 名，共通語・動作なし条件 11 名，広島方言・動作あり条件 11 
名，広島方言・動作なし条件 4 名のデータを収集することができた。シャンテの行動カテ


























   
 
図 3 何に乗って来たの？(何に乗って来ちゃったん？) 
 
















   
 

















   
 
図 7 握手しようよ(握手しようや) 
 






図 8 じゃあねー（ほいじゃぁのー） 
 





か）×ロボットの動作の有無の 2 要因による分散分析を行った。その結果，言語の主効果(F (1, 
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30) = 3.73，p = 0.063)と動作の主効果(F (1, 30) = 3.037，p = 0.092)がいずれも有意
傾向を示した。すなわち，ロボットが方言を話す場合の方(M = 9.60，SD = 6.65)が共
通 語を話す場合(M = 4.74，SD = 4.20)よりも参加者の親和的行動が多い傾向にあった。
また，ロボットの言語に動作が付随している場合の方(M = 8.95，SD = 6.60)が動作






























   
ンや行動のシークエンスを総合的に理解するにはさらなる研究が必要である。 
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The Role of Dialect and Movements in Robo-Communication  
 
Atsuko Aono, Toshitaka Oki, Naoki Kagawa, Miho Aoki, Masatarou Miyake, and 
Tadayuki Waki 
 
We administered a social experiment at the food market in the underground mall to 
examine the effect of robot’s dialect and movements as part of the study of 
communicative robots that was developed through the collaboration with industries and 
our university.  The participants’ responses to the robot programmed to speak the 
common language or Hiroshima dialect, and whether it moved the head and arms were 
video-recorded. The result of ANOVA showed that the participants tended to display 
friendly behaviors when the robot spoke the Hiroshima dialect more than the common 
language and when accompanied by bodily movements.  Also, the qualitative analysis 
showed that the participants used different language according to the robot’s language, 
reacted verbally to the robot’s verbal behaviors, and reacted nonverbally to the robot’s 
dialect and bodily movements. 


















【キーワード  波に乗る 成功・失敗 信念】 
 
人は、ランダムに生起している事象を目にした場合でさえ、その背後に、何らかの規則性

























































































入る 入らない どちらでもない 合計 




入る 入らない どちらでもない 合計 
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 入る 入らない どちらでもな
い 
合計 
経験あり 45 32 36 93 
 41.2 24.7 27.2  
経験なし 9 4 7 20 






 入る 入らない どちらでもな
い 
合計 
経験あり 40 29 24 93 
 37.0 27.2 28.8  
経験なし 5 4 11 20 





 入る 入らない どちらでもな
い 
合計 
経験あり 49 25 19 93 
 48.6 22.2 16.8  
経験なし 10 2 8 20 






 入る 入らない どちらでもな
い 
合計 
経験あり 40 28 25 93 
 37.0 26.3 29.6  
経験なし 5 4 11 20 





 入る 入らない どちらでもない 
経験あり 1.49 0.99 -2.56* 





 入る 入らない どちらでもない 
経験あり 1.49 0.91 -2.44* 
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Beliefs regarding Continued Success or Failure 
 
This study investigated whether people more readily believe that success breeds success rather than 
failure breeds failure. A total of 116 students participated in a survey related to the success or failure of a 
basketball player’s shots. Results indicated that when the participants imagined a player making 
consecutive shots, most predicted that the player would make his/her next shot. However, when they 
imagined a player missing consecutive shots, the tendency to predict continued failure could not be 
confirmed. 
 























































































































  A  ・教養ゼミ (初年次教育におけるピア・サポート訓練) のインストラクター◇ 
     およびピア・サポート・ルームの運営検討◆ 
    ・心理学科生への学習支援◆ 
  B  ・大学の新入生合宿におけるピア・サポート訓練◇ 
    ・A高校の新入生合宿への出前研修◇ 
    ・B高校の新入生合宿への出前研修◇ 
    ・ひきこもりがちな若者支援のNPO法人への出前研修◆ 







報を共有し，意見を交換する上で有効な一助になると考えられる (佐々木, 2013)。 













 養成講座の年間の活動は，青野他 (2013)，橋本他 (2014) に紹介されているような前年度
までと同様，以下の流れとなっている。 
 ①事前学習：春休み研修 
 ②前期の活動：ピア・サポート活動のトレーニング (計画・立案・実施，後輩の指導等) 
 ③事後学習：夏合宿 











けでなく，2 月 19 日の学科主催の認定式にて 2013 年度の養成講座修了認定を受けたメンバ



































































2005)，教科における学習のみならず，社会性と情動の学習 (social emotional learning) が促進
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されることが報告されている (Ginsburg-Block, Rohrbeck, Lavigne & Fantuzzo, 2008)。 
心理学科のピア・サポートによる学習支援は4月に始まり，週に1度，心理学関係の授業






























































 写真4 ある高校の合宿研修の一場面 
 
2. ひきこもりがちな若者を支援する活動への参加 
ひきこもりがちな若者の就労・学修支援を行っているNPO 法人 (福山市内に 2012 年に設
立され，翌 2013 年に法人化) からの依頼により，今年度から，ピア・サポート訓練の出前，
またはこの団体がすでに実施しているプログラムへの協力参加をすることになった。この団
体は，「仕事をしたい」「学校へもどりたい」など自立へ向けた悩みをもっている若者 (高校
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Three year review of training program for “peer-support” activities 
 
Rio Yamasaki, Yukari Hashimoto, Junko Kawahito and Atsuko Aono 
 
The Department of Psychology at Fukuyama University has a year-long program for training student volunteers to 
conduct “peer-support” activities which promote mutual support among students and local people. Three years into this 
program, the number of student participants has increased and the contents of the program have become more substantial. 
This paper reports on the program’s activities and discusses future potential and challenges. It is important that the 
Department of Psychology manages the program well so that activities continue steadily and sustainably for many years. In 
contrast, currently only students of this department can take part in the program. The authors think that extending the 
program to include students from other departments in the near future will be a step forward in developing the program’s 
activities. 
 
Key words: peer support activities, peer support trainer, learning support 
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 デート DV における暴力の構造についてー頻度とダメージとの観点から 
 
赤澤淳子          竹内友里 
    （心理学科）   （公益財団法人 ふくい女性財団） 
 





【キーワード： デート DV，精神的暴力，被害ダメージ】       
 
＜問題と目的＞ 
ドメスティック・バイオレンス(domestic violence : DV)とは，配偶者や恋人など「親密な
関係」にあるパートナーからの暴力を指す。DV は，夫婦という同じ家に暮らす男女だけに
起きるものではなく，青年期の恋愛関係にあるカップルにも生じるものであり，このような
暴力は，「デート DV」と呼ばれている。デート DV という名称からデート中に生起する行動
と勘違いされやすいが，恋愛関係全般において生起する暴力のことを指す。 
内閣府(2014)の「男女間における暴力に関する調査」によると，10 歳代から 20 歳代の
頃に交際相手から「身体的暴力」,「精神的暴力」,「性的暴力」の 3 つの行為のいずれかの
被害を受けたことがあった人は 10.1%で，女性が 13.7%，男性が 5.8%となっている。つま
り，10 人に一人がデート DV の経験をもっているということになり，これは決して低い数字
とはいえない。また，交際相手からの被害経験の有無別に，配偶者からの被害経験の有無を
みると，女性で交際相手からの被害経験がある人では，配偶者からの被害経験もある人が
60.9％となっており，デート DV が DV の予備軍となっている可能性も高い。しかし，デー
ト DV は DV より概念としての定着も遅く，欧米に比すると国内の先行研究も少ない。また，
デート DV の測定法や暴力項目も統一されていないのが現状である。そこで本研究では，こ
れまでのデート DV に関する調査研究を概観し，そこから見える課題を検討した上で，さら
なるデート DV の分析を試みることとする。 
 
１．先行研究における DV およびデート DV の測定の課題 
米国では Walker(1979)に代表されるように，1970 年代後半から DV に関する多くの書籍が
出版され，DV のメカニズムが明らかになった。これらの DV 被害女性の研究に導かれる形
で 1980年代以降デート DVに関する調査研究も盛んに行われるようになった（Frieze, 2008）。
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 このような調査研究の発展に貢献したのが，Straus(1979)による葛藤方略尺度(The Conflict 
Tactics Scales: CTS)である。CTS は「（身体的）暴力(violence)」,「言語的攻撃(verbal aggression)」,
「話し合い(reasoning)」の 3 つの下位尺度から構成されている。そして，過去一年間の葛藤
方略の回数について，8 段階で評価している。CTS は多くの研究で使用され，少なくとも 20
カ国以上で活用されている(Straus ら, 1996)。しかし，CTS は暴力行動に焦点が当てられてお
り，必ずしもその意味や影響は測定されていない(Brush, 1990)，暴力の項目数が少ない
(Marshall, 1994)等の批判を受け，改訂版の CTS2（The Conflict Tactics Scale Revised: 
CTS2）(Straus, 1996)が作成された。CTS2 は，「交渉(negotiation)」,「心理的攻撃(psychological 
aggression)」,「身体的暴行(physical assault)」,「性的強要(sexual coercion)」,「傷害(injury)」






PMWI (Psychological Maltreatment of Women Inventory)を開発している。PMWI は「支
配―孤立尺度(dominance-isolation scale)」と「感情的言語尺度(emotional verbal scale)」
で構成されている。また，Sullivan, Parisian, and Davidson(1991)は，６因子から成る Index 
of Psychological Abuse を開発している。これらの尺度はいずれも暴力の頻度を回答するよ
うになっている。 
一方，国内では，CiNii により「デート DV」「dating violence」「デートバイオレンス」と
いうキーワードで検索すると，2003 年頃からデート DV に関する研究が行われるようになっ
ている。論文数は 119 件（2014 年 11 月 20 日現在）であり，そのうち実態把握と規定要因
に関する調査研究論文数は約 40 件とまだ少ない。それらの調査研究論文で用いられている















２．デート DV に関する精神的暴力の分類 
先行研究において取り上げられている精神的暴力を概観し，分類を試みることとする。 
Sullivan, Parisian, and Davidson(1991)では精神的暴力が「批判と嘲り(criticism and 
ridicule)」,「社会的孤立と支配(social isolation and control)」,「脅迫と暴力(threats and 
violence)」,「感情的撤退(emotional withdrawal)」,「巧みな操作(manipulation)」,「無神
経(emotional callousness)」という６つの側面から構成されている(O’Leary, 1999)。ミネソ
タ州ダルース市の「Domestic Abuse Intervention Project」では「脅しを使う」,「感情的な
暴力を振るう」,「社会的に孤立させる」,「相手を責める」,「子供を使って貶める」,「男性









































① 行動の制限 ・同性の友人との付き合いを制限する（松野・秋山,2009） 
・いつも一緒にいることを要求する（遠藤,2007） 
② 監視 ・勝手に携帯の着信履歴や交友関係をチェックする（小泉・吉武,2008） 
・行き先を告げさせたり,報告させたりする（松野・秋山,2009） 
③ 家族・友人の否定 ・家族を否定する（松野・秋山,2009） 
④ こわがらせる ・大声で怒鳴りつける(Straus ら, 1996) 
・凶器をみせる（松野・秋山,2009） 
⑤ 脅迫 ・別れるなら死んでやると言う（松野・秋山,2009） 
・殴るふりをしたり,壁にものを投げつけたりしておどす（李・塚本,2005） 
⑥ 責任転嫁 ・自分のとる行動は,相手の非に原因があるという（鈴木,2007） 
⑦ 個性の否定 ・好みの髪型を指定する（松野・秋山,2009） 
⑧ 無視 ・腹を立てたとき,長い期間無視される（小泉・吉武,2005） 









３．デート DV におけるダメージについて 
これまでの DV やデート DV の実態を測定する尺度では，経験した頻度によって検討され
てきた。唯一 Straus(1996)による CTS2 には，身体的暴力と性暴力の被害の身体的傷害の程






















































2012 年 11 月に，福井県，徳島県，大阪府，広島県の大学の授業を通して質問紙調査を実
施した。回収した 243 名のうち，回答に不備があったものを除き，236 名（男性 94・女性




(1) デート DV の被害経験における頻度とダメージについて 
デート DV の先行研究の概観によって検討し，分類したものを基に精神的暴力については
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 「自尊心を失わせる」，「孤立させる」，「相手を服従させる」を各 5 項目用いた。「性的暴力」
(3 項目)，「身体的暴力」(2 項目)については，先行研究においてよく用いられている項目を選






 (2)  デート DV 加害経験における頻度について 
デート DV 被害経験で使用したものと同じ項目を用い，「全くしない」「めったにしない」
































これまで国内で行われているデート DV の実態調査（e.g.内閣府,2014 など）や多くの先行
研究において，「身体的暴力」「精神的」「性的暴力」が被害内容として取り上げられてきたが，
精神的暴力については分類されてこなかった。しかし，本研究では精神的暴力の構造を 3 側
面から想定し，分析の結果においても 3 つに分類することが出来た。 
まず，当初想定していた「相手を服従させる(こわがらせる・脅迫・責任転嫁)」という側
面に含まれる項目のうち，「殴るふりや物を投げるふりをして脅す」などの脅迫行為としての



































因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 共通性
17 物を相手に向かって投げる .876 -.120 .097 -.093 .714 
15 殴るふりや物を投げるふりをして脅す .804 -.089 -.012 .175 .727 
16 顔や身体を殴ったり,叩いたりする .795 -.134 .118 -.044 .625 
4 凶器を見せて脅す .529 .239 -.040 -.074 .370 
13 「別れるなら死んでやる」と言う .493 .349 -.155 .217 .633 
11 いつも一緒にいることを要求する -.122 .813 -.010 -.002 .576 
12 友人との付き合いを制限する .032 .719 -.014 -.015 .517 
7 いつも行き先を告げさせたり,報告させたりする -.087 .701 .097 .008 .512 
1 自分好みの髪型や衣服を指定する -.029 .446 .136 -.002 .257 
8 無断で相手の携帯のメールや着信履歴を 見たり消したりする .328 .412 -.130 .013 .334 
10 自分が怒るのは相手が怒るようなことを言ったからだと責め,相手が悪いといわせる -.073 -.116 .824 .124 .603 
6 意に沿わないと無視する .103 -.028 .700 .041 .582 
2 否定したり,意見を認めない -.043 .238 .569 -.020 .462 
14 腹を立てたとき,大声で怒鳴る .316 .085 .454 -.080 .483 
3 人前で馬鹿にしたり,笑い者にする .119 .169 .451 -.134 .334 
19 セックスを無理強いする .069 -.143 -.023 .975 .856 
20 無理矢理キスしたり身体を触ったり, 抱きついたりする -.178 .190 .037 .726 .618 
18 コンドームを使用する避妊に協力しない .100 .117 .052 .320 .236 
9 家族や友人を否定する .049 .290 .149 .296 .400 
固有値 6.25 1.55 1.31 .74
寄与率 32.87 8.15 6.89 3.9





因子間相関 .461 .548 .485 
.468 589 
.305 










被害経験有 被害経験無 被害経験有 被害経験無 
脅迫・身体的暴力 23.2% 76.8% 16.5% 83.5% .96 
物を投げられる 14.3% 85.7% 3.8% 96.2% 4.82 * 
殴るふりや物を投げるふりをして脅される 10.7% 89.3% 6.3% 93.7% .84 
顔や身体を殴ったり叩いたりされる 14.3% 85.7% 5.1% 94.9% 3.44 + 
あなたに凶器を見せて脅す 8.9% 91.1% 2.5% 97.5% 2.73 + 
「別れるなら死んでやる」と言われる 16.1% 83.9% 11.4% 88.6% .62 
監視・行動の制限 53.6% 46.4% 67.1% 32.9% 2.53
いつも一緒にいることを要求される 28.6% 71.4% 35.4% 64.6% .70 
友人との付き合いを制限される 23.2% 76.8% 20.3% 79.7% .17 
いつも行き先を告げさせられたり,報告させられたりする 37.5% 62.5% 43.0% 57.0% .42 
相手好みの髪型や衣服を指定される 41.1% 58.9% 51.9% 48.1% 1.54
無断で携帯のメールや着信履歴を見られたり 
消されたりする 19.6% 80.4% 12.7% 87.3% 1.22
威圧・否定 50.0% 50.0% 73.1% 26.9% 7.49 ** 
自分が怒るのはあなたが怒るようなことを言ったからだと
責め,あなたが悪いといわせる 17.9% 82.1% 30.8% 69.2% 2.87 + 
意に沿わないと無視される 23.2% 76.8% 22.8% 77.2% .00 
あなたを否定したり,あなたの意見を認めない 44.6% 55.4% 62.0% 38.0% 4.00 * 
腹を立てたとき,大声で怒鳴られる 19.6% 80.4% 12.7% 87.3% 1.22
あなたを人前で馬鹿にしたり,笑い者にする 30.4% 69.6% 27.8% 72.2% .10 
性的暴力 10.9% 89.1% 35.4% 64.6% 10.31 **
セックスを無理強いされる 9.1% 90.9% 15.2% 84.8% 1.09
無理矢理キスされたり身体を触られたりされる 10.9% 89.1% 30.4% 69.6% 7.08 ** 
コンドームを使用する避妊に協力してくれない 7.3% 92.7% 13.9% 86.1% 1.44
 
 + p<.10,  * p<.05,  ** p<.01, *** p<.001 
男性(n =56) 女性(n =79) 
χ2 

















































加害経験有 加害経験無 加害経験有 加害経験無 
19.7% 80.3% 27.5% 72.5% 1.16
物を相手に向かって投げる 11.3% 88.7% 15.0% 85.0% .42 
殴るふりや物を投げるふりをして相手を脅す 11.5% 88.5% 8.8% 91.3% .29 
相手の顔や身体を殴ったり叩いたりする 6.5% 93.5% 23.8% 76.3% 7.70 **
相手に凶器を見せて脅す 8.1% 91.9% 1.3% 98.8% 4.01 *
相手に「別れるなら死んでやる」と言う 6.5% 93.5% 1.3% 98.8% 2.78 +
62.9% 37.1% 73.8% 26.3% 1.92
相手にいつも一緒にいることを要求する 32.3% 67.7% 42.5% 57.5% 1.56
相手の友人との付き合いを制限する 21.0% 79.0% 15.0% 85.0% .86 
相手にいつも行き先を告げさせたり,報告させたりする 35.5% 64.5% 43.8% 56.3% .99 
相手に自分好みの髪型や衣服を指定する 35.5% 64.5% 60.0% 40.0% 8.40 **
無断で相手の携帯のメールや着信履歴を
見たり消したりする 12.9% 87.1% 8.8% 91.3% .64 
72.1% 27.9% 87.5% 12.5% 5.28 *
自分が怒るのは相手が怒るようなことを言ったからだと
責め,相手が悪いといわせる 29.0% 71.0% 58.8% 41.3% 12.43 ***
意に沿わないと無視する 35.5% 64.5% 55.0% 45.0% 5.35 *
否定したり,意見を認めない 62.9% 37.1% 80.0% 20.0% 5.13 *
腹を立てたとき,大声で怒鳴る 19.7% 80.3% 26.3% 73.8% .84 
人前で馬鹿にしたり,笑い者にする 37.1% 62.9% 53.8% 46.3% 3.89 *
30.6% 69.4% 10.8% 90.0% 9.67 **
セックスを無理強いする 11.3% 88.7% 100.0% 9.50 **
無理矢理キスしたり身体を触ったり,抱きついたりする 22.6% 77.4% 8.8% 91.3% 5.30 *
コンドームを使用する避妊に協力しない 17.7% 82.3% 2.5% 97.5% 9.76 **
 
   (   ) 内 は 標 準 偏 差 + p<.10, * p<.05, ** p<.01, *** p<.001 



































1.脅迫・身体的暴力 2.監視・行動の制限 3.威圧・否定 4.性的暴力
1.09 1.36 1.47 1.18
(.23) (.43) (.48) (.36)
1.15 1.48 1.74 1.05










1.脅迫・身体的暴力 2.監視・行動の制限 3.威圧・否定 4.性的暴力 F 値 
1.21 1.47 1.39 1.18
(.52) (.64) (.58) (.56)
1.09 1.56 1.48 1.34 2・3>1 
(.33) (.67) (.54) (.54) 2>4












































 (男=20, 女＝34) 
χ2 
ダメージ低群 ダメージ高群 ダメージ低群 ダメージ高群
脅迫・身体的暴力 
物を投げられる（男＝8, 女=3） 62.5% 66.7% 33.3%
.02 




37.5% 62.5% 75.0% 25.0% 1.50
あなたに凶器を見せて脅す(男=5, 女＝2) 0% 100% 50.0% 50.0% 2.92 +
「別れるなら死んでやる」と言われる(男＝9, 女＝10) 22.2% 77.8% 50.0% 50.0% 1.57 
監視・行動の制限 
いつも一緒にいることを要求される(男=16, 女＝27) 62.5% 37.5% 51.9% 48.1% .46 
友人との付き合いを制限される(男=13, 女=16) 38.5% 61.5% 18.8% 81.3% 1.40
いつも行き先を告げさせられたり,報告させられたりする 55.0% 45.0% 50.0% 50.0% .13 
相手好みの髪型や衣服を指定される(男=23, 女=40) 
82.6% 17.4% 67.5% 32.5% 1.69
無断で携帯のメールや着信履歴を見られたり 
消されたりする(男=10, 女=10) 60.0% 40.0% 30.0% 70.0% 1.82
威圧・否定
自分が怒るのはあなたが怒るようなことを言ったからだと
責め,あなたが悪いといわせる(男=10, 女=24) 10.0% 90.0% 16.7% 83.3% .25 
意に沿わないと無視される(男=13, 女=18) 30.8% 69.2% 11.1% 88.9% 1.87
あなたを否定したり,あなたの意見を認めない 37.5% 62.5% 27.1% 72.9% .82 
腹を立てたとき,大声で怒鳴られる(男=11, 女＝10) 45.5% 54.5% 10.0% 90.0% 3.23 +
あなたを人前で馬鹿にしたり,笑い者にする(男=16, 女=21) 68.8% 31.3% 57.1% 42.9% .52 
性的暴力
セックスを無理強いされる(男=5, 女=12) 60.0% 40.0% 8.3% 91.7% 5.24 *
無理矢理キスされたり身体を触られたりされる
50.0% 50.0% 20.8% 79.2% 2.09
コンドームを使用する避妊に協力してくれない(男=4, 女=11) 25.0% 75.0% 18.2% 81.8% .09
 













































































物を投げられる（男＝8, 女=3） 1.00 *** 





あなたに凶器を見せて脅す(男=5, 女＝2) .968 ** 1.00 ***
「別れるなら死んでやる」と言われる(男＝9, 女＝10) .182 .108
監視・行動の制限
いつも一緒にいることを要求される(男=16, 女＝27) -.078 .168
友人との付き合いを制限される(男=13, 女=16) -.016 .591 *
いつも行き先を告げさせられたり、報告させられたりする（男=20,女=34） .348 .443 **
相手好みの髪型や衣服を指定される(男=24, 女=40) .302 .102




.583 + .708 ***
意に沿わないと無視される(男=13, 女=18) .251 .736 ***
あなたを否定したり、あなたの意見を認めない(男=24, 女=48) .200 .399 ** 
腹を立てたとき、大声で怒鳴られる(男=11, 女＝10) .561 + .734 *
あなたを人前で馬鹿にしたり、笑い者にする(男=16, 女=21) -.030 .328
性的暴力 
セックスを無理強いされる(男=5, 女=12) .500 .736 **
無理矢理キスされたり身体を触られたりされる(男=6, 女=24) .554 .384 +
コンドームを使用する避妊に協力してくれない(男=4, 女=11)  ― .00
 
+ p<.10,   * p<.05,  ** p<.01 ,  *** p<.001 
男性 女性
.287
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The Structure of Violence in Dating Relationship 
from the Standpoints of Frequency and Damage 
 
Junko Akazawa     Yuri Takeuchi 
                              (Fukui Womens Foundation) 
 
  This research attempted to classify psychological violence, which is believed to take many forms, 
examining it in terms of not only the frequency of the abuse but also the extent of the resulting 
psychological damage. A total of 236 university students were surveyed. Through factor analysis, the 
structure of psychological violence was classified into three types. By analyzing violence from the 
standpoints of damage along with frequency, a stronger association with both was found for women 
than for men, indicating the importance of introducing damage. 
  



































































のボランティアに 1 ヶ月 4 回以上継続的に参加している 9 名（男性 3 名，女性 6
名）と（以下ボランティア継続群），ボランティア経験が 5 回以下の 13 名（男子 8




SST）を実施した。学習支援については，基本的には週に 1 回（第 1・3 週は約 4 時





SST は，月に 1 回（約 2 時間）計 13 回を実施するプログラムで，発達障害児らを
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The impact of volunteer experience to support children with developmental 
disorders on self-efficacy in college students 
-outcome of continuous volunteer work in community nesting setting- 
 
Nozomi Kanehira，Toshihiko Tutumi，Yukiko Yonekura, 
Miri Okazaki，Sachie Mimura 
 
This study examined the effects of the experience on college students who volunteered to 
support children with developmental disorders. Self-efficacy was assessed for 9 students 
who volunteered to continuously participated in a learning and communicating program to 
support children who have difficulty learning and communicating due to developmental 
disorders. Additionally, helping effects for helpers and motivation for participating volunteer 
work were compared with 13 college students who had limited volunteer experiences. 
 Results showed that continuous volunteer work appeared to raised students’ motivation to 
maintain participation in helping activities. Findings also suggest that continuous support for 
children with developmental disorders may have made students recognize improvements in 
perceived self-efficacy.  
Further, college students who continuously do volunteer work with children who 
experience difficulties in learning and communicating may have improved their supporting 
skills their self-growth. 
 


















の初産婦がマタニティー・ブルースを経験していた，また 45-65%の女性が 1 年以内にうつ
経験していたなどの報告がある（Cox & Holden, 2003）。このようなうつ状態になる要因と
しては様々なことが検討されているが，その一つとして妊娠中のメンタルヘルスがあげられ
ている（Cox & Holden, 2003）。たとえば，妊娠中の抑うつ得点が高く，産後3か月の養育
態度や子どもへの感情が否定的であるほど，抑うつが継続する傾向があることが明らかとな
っている（安藤・無藤，2008）。またBolten, Fink, & Standler (2012)の研究では，ストレ











































~３点が配点され，8 点以下はうつ傾向なし，9 点以上はうつ傾向あり，13 点以上で抑うつ








































































いて（24 名）」，「泣いたときの対応やあやし方について（23 名）」との回答が約 8 割と最も
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It has been said that the mental health during pregnancy has affected the mental health 
of mothers after delivery. The participants to the questionnaire survey conducted in this 
study were 30 pregnant women. The result showed that 17% women were in depression, 
and the more they expected the husbands’ support, the higher their depression tendency 
became. It became clear that most participants were not fully aware of what the 
postpartum depression or parenting stress were. The result also indicates that mental 
health management during pregnancy is of necessity to ease the depression after 
delivery as well as the parenting stress. 
 























一般に，P300による隠匿情報検査（concealed information test: CIT）の多重プローブ法は，6
つの標的刺激（target），6つの裁決刺激（probe），24の非裁決刺激（Irrelevant）で構成する









問題は，末梢神経系による従来のポリグラフ検査においても（Honts, Devitt, Winbush, & Kircher, 
1996），P300によるCITにおいても（濱本・平・大平，2010；Rosenfeld, Soskins, Bosh, & Ryan, 




















導出し，時定数3 s，高域遮断フィルタ100 Hzで増幅した。そして，サンプリング周波数500 
Hz で A/D 変換したデータをハードディスクに保存した。上下方向の眼球電図（EOG）は左
眼窩上下縁部から導出し，脳波に影響するアーチファクトを監視した。さらに，標的刺激に
対するボタン押し課題のRTについても記録した。事象関連電位は，刺激呈示前200 msから












































大の陽性波が見られている。標的と裁決に対する P300 振幅の差を見ると，5 回，10 回，20












P300 振幅についての繰り返し要因のある 3 要因分散分析の結果，刺激(F(2,18)=10.67, p<.01, 





で 5 回が 40%，10 回が 50%，20 回が 30%，心理的CM で 5 回が 40%，10 回が 50%，20 回
が40%と低くなった。つまり，実験参加者の半分以上が両CM条件で正しく判定されていな
かった。 































































































































































































これまでも P300 による CIT の研究において，CM が裁決刺激と非裁決刺激の弁別力を減











することが考えられる。また，Hira & Hamamoto(2008) は，過去のCMを教示していないP300












同様に，Rosenfeld et al.(2007）では869 msと長かった。一方，単一プローブ法の場合，標的
刺激に対するRTは420.8 ms（n＝176）であることから（Hira & Hamamoto, 2008），多重プロ
ーブ法で標的刺激が複数存在する手続きは，参加者の課題負荷が高すぎるため実務応用には
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Effects of countermeasures on P300-based concealed information test  
using a new multiple probe protocol 
 
Shinji HIRA, Yuhki YAMASHITA, Yoko SARAGAI1, Yuki HAMAMOTO 
 and  
Isato FURUMITSU 
 
This study examined the effect of countermeasures (CM) on the P300-based concealed information test (CIT) using the new 
multiple-probe protocol. Participants were instructed to apply either physical or mental CM. This study suggest that physical 
and mental CM reduced the accuracy of the P300-based CIT in the new multiple-probe protocol. On the other hand, 
prolonged reaction time to the probe seems to offer a potential detector for physical and mental CM.   
 








理論)の分野における実数R上の線形システムと類似した FAの状態空間モデルが B(= f0; 1g)
上で構成でき, 可到達性・可観測性といった線形システムに対する概念が FAに導入できる。こ
の表現に基づいて論文 [1]では現代制御理論で良く知られる Silverman のアルゴリズムを用い







である. このような動的システムに対して, 動的システム論 (現代制御理論) の分野で
は実数 R 上のシステムに対しての状態空間モデルによる表現と解析が確立している.
これに対しオートマトン理論では, FA は状態推移を定義する表, 図, および関数等
による取り扱いが行なわれているのみであり, 動的システムとしての状態空間モデル
表現やアプローチは存在していない.
しかし, 状態と記号を B (= f0; 1g) 上でベクトル化し, 状態推移関数, 受理および
初期状態をシステム行列 (fAkg; c;x0) でパラメータ化することにより, FA はブール
半環 B (= (B;+; ¢)) 上の双線形離散時間動的システムとして定式化でき, 状態空間
モデルが得られ, その結果, R 上の線形システムと同様に, FA の状態空間モデル表現
に対し, 可到達性, 可観測性, 正準分解といった諸概念が定義でき, B 上の状態空間モ
デルにおいても実現理論が展開できる.
動的システムの入出力データから状態空間モデルのシステムパラメータを求める実
現理論は Kalman[2]によって始められ, R 上の線形システムにおける可到達性, 可観
測性と最小次元のシステムを求める最小実現との関係が明らかにされた. 現在, 最小
実現を行なう種々のアルゴリズムが存在するが, それらは R 上のモデルに対する理論
であるため B 上のモデルである FA に用いる場合には何らかの拡張を行なう必要が
ある.
論文 [1]では最小次元のシステムのシステムパラメータが直接に解として得られる
Silvermanの実現理論 [2, 4] による決定性 FA (DFA) の最小実現のアルゴリズムを導
出した。













x(2 Bn) は状態, y(2 B) は出力, uk(2 B) , Ak(2 Bn£n) は記号 ak (2 § : 記号集
合) の入力とそれによる状態推移, c(2 Bn) は出力ベクトルを表す. 初期状態を x0 と
し, x(0) = x0 である. 出力は y(t) = 1=0 となり, それぞれ受理/非受理を表す. なお,
式 (1) に対する FA のパラメータ表現を (fAkg; c;x0) (k = 1; ¢ ¢ ¢ ;m) と表す.
2.2 可到達性および可観測性
入力記号列 w = akt¡1akt¡2 ¢ ¢ ¢ ak0 (2 §¤) を FA に入力するとき, 右の文字から入
力されるものとし, w に対応する状態推移行列 A(w) を次のように定義する.
A(w) = Akt¡1Akt¡2 ¢ ¢ ¢Ak1Ak0 (2)
ただし, akt (2 §) は時刻 t における入力記号, Akt (2 fA1; ¢ ¢ ¢ ; Amg) は akt に対応
する状態推移行列である.
次の行列 Rn;1 を可到達行列という.
Rn;1 = [ x0; A1x0; ¢ ¢ ¢ ; Amx0; A1A1x0;
¢ ¢ ¢ ; AmA1x0; ¢ ¢ ¢ ; A(w)x0; ¢ ¢ ¢] (w 2 §¤) (3)
この Rn;1 の i 行目は状態 qi に対応し, i 行目が零行ベクトルのとき, qi は不可到達









1CCCCA (w 2 §¤) (4)
を可観測行列という. この可観測行列の i 列目は状態 qi に対応し i 列目が零列ベク
トルであるとき, qi は不可観測であるといい, その状態から受理状態へ推移する入力
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記号列は存在しない. また同じ列が存在する時, それらに対応する状態は出力側から
見て等価な状態であり, 識別不可能と呼ぶ. また O1;n に零列ベクトルが存在しない
とき (fAkg; c)は完全可観測であるという.
2.3 特性応答とハンケル行列
初期状態が x0 で入力記号列が w のとき, 状態空間モデル (1) の一般解は次のよう
に書ける.
x(t) = A(w)x0 ; y(t) = ctA(w)x0 (5)
次に状態空間モデル (1) の入出力関係を表す特性応答を次のように定義する.
fh("); h(a1); ¢ ¢ ¢ ; h(w); ¢ ¢ ¢g (8w 2 §¤) (6)
ここで " は空記号列とし, A(") は n 次単位行列とする. h(w) は入力記号列が w の
ときの FA の出力 (応答) であり, 次式のように書ける.
h(w) = ctA(w)x0 (7)
この h(w) を用いて, ハンケル行列と呼ばれる無限行列H1;1 を次のように構成する.
H1;1 =
0BBB@
" ¢ ¢ ¢ v ¢ ¢ ¢










ここで r (2 §¤) は行ラベル, v (2 §¤) は列ラベルであり, いずれも辞書順に並べら
れる.
ハンケル行列 H1;1 は可観測行列 O1;n と可到達行列 Rn;1 の積に分解できる.
H1;1 = O1;nRn;1 (9)
ある DFA が完全可到達かつ完全可観測で全状態が識別可能 (完全可識別)であると
き, すなわち, Rn;1 に n 個の単位ベクトルがすべて存在し, O1;n の n 本の列ベクト
ルが全て非零で互いに異なるとき, その DFAの状態空間モデルは最小次元になって
いる. このとき H1;1 はその列ベクトルが O1;n の n 個の異なる非零列ベクトルと
零ベクトルだけからなっている. よって,あるハンケル行列が得られたとき, その列ベ





要である. しかし FA のハンケル行列は減算の定義されていない半環B 上の行列で
あり実数 R 上のランクの定義を用いることができない. そこでハンケル行列の異な
る非零列ベクトルの数が最小実現される DFA の状態数であるということから, 異な
る非零列ベクトルの数をハンケル行列のランクとし rankD で表す. さらにハンケル
行列の異なる非零行ベクトルの数を行ランクと呼び, rankrow で表す.
最小実現アルゴリズム
1. ハンケル行列のランクを rankDH1;1, rankDH2;2, ¢ ¢ ¢ と順に求め,
rankDHc;c = rankDHc+1;c+1 = ¢ ¢ ¢ = n (10)
となる最小の c を求める. n はハンケル行列の列ランクであり最小実現される
DFA の状態数となる. 次に
rankrowHr;c = rankrowHr+1;c = ¢ ¢ ¢ = n (11)
を満たす最小の r を求める. ただし, 行ランクがランクに満たない場合は r が
求められず、本アルゴリズムの適用はできない.
2. 部分ハンケル行列 Hr;c を構成する.
3. Hr;c から異なる非零列ベクトルを左から順に抜き出し Pr;n を構成する.
4. H(k)r;c を Hr;c の ri 行 cj 列の値を入力記号列 riakcj に対する出力とした行列と
し, この H(k)r;c から Pr;n に対応する列を抜き出し P (k)r;n を構成する.
5. Pr;n から異なる行を抜き出し Pn;n を構成する.
6. P (k)r;n から Pn;n に対応する行を抜き出し P
(k)
n;n を構成する.






ct = ( 1 0 ¢ ¢ ¢ 0 )Pr;n (13)
x0 = ( 1 0 ¢ ¢ ¢ 0 )t (14)







FAのシステム行列 (fAkg; c;x0) を R 上の行列とするモデルを実数有限オートマ




1 (® ¸ µ)
0 (® < µ)
(µ はしきい値) (15)
を導入し, y(t) = g(cTx(t))とする.
4.2 RFAの最小実現
FAの状態空間モデルをR上に拡張することで, Silverman のアルゴリズムをB上
















0B@ 0 ¡1 11 1 0
0 1 0
1CA ; eAb =
0B@ 0 1 00 0 0
1 0 1
1CA (16)







最小 DFA M の状態数 n と, Silvermanアルゴリズムにより得られた最小 RFA fM
の状態数 en には次の関係が存在する.
n ¸ en (19)
これは n がハンケル行列の非零の互いに異なる列数, enがハンケル行列の R 上の
ランクであることから明らかである. つまり, RFAを導入することによって, より少
ない次数での FAの構成が可能となる. 上述の例でも 4状態の最小 DFAが 3状態の
最小 RFAとして実現されている。また, FA のハンケル行列は B 上の行列であるこ
とから, FA fM は実際には有理数上のシステムパラメータを持つ FA(QFA)となる.
5 むすび
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Minimal Realization for Real Finite Automata using
Silverman's Algorithm
Koji WATANABE
Regarding ¯nite automata (FAs) as discrete time dynamical systems, they can
be represented as state space models over B(= f0; 1g) similar to the representa-
tion method of linear systems over the real numbers (R) in the ¯eld of dynamical
systems and controls. Based on this representation, we ¯rst propose a minimal
realization method for deterministic FAs using Silverman's algorithm which is well-
known method in the ¯eld of dynamical systems and controls. Since state space
models of FAs are bilinear over B, and Silverman's algorithm is, on the other hand,
one for linear system over R, we add some extensions to their algorithm. We next
extend state space models of FAs to those over R, and call them real ¯nite automata.
We then apply Silverman's algorithm to them.























































出生については、貴族議員伊藤儀兵衛の四男として、稗貫郡花巻町四日市町に生まれたとあり、四歳の時に同町岡山直機の養子に出されたという。 た、岡山家は「盛岡の永福寺の末寺である八幡寺の住職を務めてい 」とある。儀七は、花巻尋常高等小学校卒業後、寺の没落に伴 、父が盛岡で就職したのを機に盛岡に移住、盛岡中学に入学した 二年生のときに石川啄木と知り合い、啄木が主宰する短歌のグループ「白羊会」 入会、 「月下」や「残紅」と号して短歌を作ったと う。
 
明治三七年に仙台の第二高等学校（現・東北大学）に入学した
が、翌年病気のため 中退、盛岡 戻っ 。その頃 加賀野磧町の石川家を訪ねた際、啄木と妻やその姉妹と五人での歌会に参加することになり、啄木はそれ 岩手日報紙に「十一夜 会」とて連載中のコラム「閑天地」に掲載し
 
明治三九年に岩手毎日新聞社に入社、以後二〇年間にわたり編
集長を務めた。この間、東京朝日新聞の佐藤北江から再三勧誘があったが、上京しなかった いう。ジャーナリストとして当時の文化や時代について明確 見解を発表し 啄木にも刺激を与えた。啄木の『一握の砂』について、発刊後すぐ 評論を発表。また明治四四年 一月二日社説に「平民の為の文明」 書き始めたのに対して、啄木は「平信
(与岡山君書
)」を書き始めた。なお、啄
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Catalog of a letters for Okayama Gisichi  
─To know cultural activities in Iwate-ken before the Second World War.─ 
 
Miho Akieda(Aoki) 
（Department of Human Cultures） 
 
 This essay introduces a catalog (for a date of a letter, 1908-1943) and the outline of a 
letter for Okayama Gisichi (74 postcards and 24 sealed letters). 、Okayama Gisichi was a 
graduate of Morioka junior high school and was on friendly terms with Ishikawa 
Takuboku. He served as a chief editor of Iwate Mainichi Newspapers lengthily and did 
the work which spreads Takuboku's work among a world in the mean time. It's included 
whether you're the person who carried on cultural activities at in Iwate-ken and Tokyo 
before the Second World War by a classmate of Morioka junior high school in the sender. 
The contents of these letters are the valuable material from which I learn about cultural 
activities in Iwate-ken in those days. 







青野篤子   〃 
沖俊任 工学部 
香川直己   〃 
青木美保 人間文化学部 
三宅正太郎   〃 
脇忠幸   〃 
野寺綾   〃 
山崎理央   〃 
橋本優花里   〃 
川人潤子   〃 
赤澤淳子   〃 





三村幸恵   〃 
日下部典子 人間文化学部 










 山東資子 人間文化学部 
 野寺綾   〃 
 渡辺浩司   〃 
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